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●
開
会
日
（
十
二
月
六
日
）

■
地
方
分
権
の
推
進
に
全
力
〜
提
案
説
明
〜

　

橋
本
知
事
は
、
談
合
で
知
事
な
ど
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
の
推
進
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
の
で
は
な
い

か
と
強
い
危
機
感
を
示
し
、
情
報
公
開
な
ど
透
明
性
の
高
い
行
政
を
進
め

る
こ
と
で
、
地
方
分
権
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
む
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
来
年
度
の
予
算
編
成
や
組
織
再
編
、
雇
用
対
策
、
障
害
者
の
負
担
軽

減
策
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
今
定
例
会
に
提
出
し
た
三
十
の
議
案
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
県
警
捜
査
費
に
関
す
る
調
査
結
果
を
報
告
〜
警
察
本
部
〜

　

今
回
は
、
監
査
委
員
の
特
別
監
査
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
高
知
警
察

署
を
除
く
十
五
警
察
署
の
県
費
捜
査
費
及
び
県
警
本
部
と
全
警
察
署
で

執
行
し
た
国
費
捜
査
費
に
関
す
る
内
部
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
、
鈴
木
基
久
警
察
本
部
長
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

■
決
算
審
査
報
告
〜
決
算
特
別
委
員
会
〜

　

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
結
果
の
報
告
の
後
、
採
決
の

結
果
、
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
賛

成
多
数
で
、
ま
た
、
各
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
決
算
議

案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
い
ず
れ
も
認
定
し
ま
し
た
。

●
本
会
議
質
問
（
十
二
月
十
一
日
〜
十
三
日
）

■
県
警
捜
査
費
問
題
な
ど
に
つ
い
て
論
議

　

本
会
議
で
は
、
九
名
の
議
員
が
県
警
捜
査
費
問
題
や
駅

前
複
合
施
設
構
想
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
十
二
月
十
四
日
〜
十
八
日
）

　

審
査
の
結
果
、
議
案
三
十
件
の
う
ち
二
十
九
件
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
、
一
件
の
撤
回
の
申
し
出
を
承
認
し
ま
し
た
。

請
願
に
つ
い
て
は
、
二
件
を
継
続
審
査
と
し
、
四
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
十
二
月
十
九
日
）

　

議
員
か
ら
平
成
十
八
年
度
高
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
に
対
し
、
増
額
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
否

決
し
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
三
十
件
の
採
決
を
行
い
、
二
十
九
件
を
原
案

ど
お
り
可
決
、
撤
回
の
申
し
出
が
あ
っ
た
一
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
追
加
提
出
さ
れ
た
条
例
議
案
一
件
と
人
事
議
案
二
件
を
い
ず
れ

も
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
議
案
八
件
の
う
ち

六
件
を
可
決
、
二
件
を
否
決
し
、
決
議
議
案
三
件
の
う
ち
、
二
件
を
可
決
、

一
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
六
件
に
つ
い
て
は
、
二
件
を
継
続
審
査
と
し
、
四
件
を
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
捜
査
費
に
つ
い
て
監
査
委
員
の
監
査
を
求
め
る
「
監
査
請

求
に
関
す
る
動
議
」
、
高
知
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
へ
の
出
資
金
問
題
の

調
査
に
関
し
、
産
業
経
済
委
員
会
に
地
方
自
治
法
第
百
条
第
一
項
の
権

限
を
委
任
す
る
「
高
知
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
へ
の
出
資
金
問
題
の
調
査

に
関
す
る
動
議
」
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
前
者
に
つ
い
て

は
賛
成
少
数
で
否
決
、
後
者
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
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高知県議会議員選挙の選挙区・定数が変わります 
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�
 
来
春
以
降
、
橋
本
知
事
が
全
国

で
最
多
選
の
知
事
と
な
る
が
、
こ

の
十
五
年
間
の
実
績
を
総
括
し
、

あ
と
の
任
期
一
年
を
ど
う
取
り
組

む
の
か
。ま
た
、次
の
知
事
選
挙
に

つ
い
て
、
今
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

�
 
知
事　

各
種
の
基
盤
整
備
や
職

員
の
意
識
改
革
は
着
実
に
進
ん
だ

し
、住
民
力
を
生
か
し
た
新
し
い
地

域
社
会
の
姿
も
見
え
始
め
た
が
、

雇
用
や
経
済
、
財
政
運
営
の
面
で

は
厳
し
い
状
況
だ
。こ
れ
か
ら
も
県

民
本
位
の
県
政
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
拡
大
に
取
り
組
む
。
ま
ず

は
次
の
知
事
選
挙
ま
で
の
一
年
間
、

当
面
す
る
県
政
の
課
題
に
全
力
で

取
り
組
む
。

�
 
知
事
就
任
か
ら
十
五
年
経
過
し
、

県
民
所
得
、製
造
品
出
荷
額
、有
効

求
人
倍
率
等
の
県
勢
指
標
は
低
迷

し
、
産
業
政
策
は
失
敗
と
指
摘
せ

ざ
る
を
得
な
い
。現
状
を
踏
ま
え
、

十
五
年
間
の
産
業
政
策
へ
の
自
己

評
価
と
今
後
の
産
業
振
興
の
方
針

問答問

十
二
月
十
一
日 

森田　英二
（自由民主党）

を
聞
く
。

�
 
知
事　

工
科
大
学
設
置
に
よ
る

産
学
官
連
携
の
新
産
業
の
振
興
や

企
業
誘
致
等
に
も
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
十
月
の
有
効
求
人
倍
率
が

全
国
最
下
位
な
ど
現
実
は
重
く
受

け
と
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
観
光
や

地
域
資
源
の
活
用
、
新
産
業
の
育

成
に
も
全
力
で
取
り
組
む
。
ま
た
、

的
を
絞
っ
た
重
点
的
な
支
援
に
よ

り
、
自
立
型
の
産
業
構
造
の
実
現

に
取
り
組
む
。

�
 
今
年
五
月
の
知
事
の
青
島
市
訪

問
に
同
行
し
た
知
事
夫
人
の
費
用

の
一
部
を
知
事
分
に
含
め
て
公
費

で
支
出
等
を
し
て
い
た
県
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
に
つ
い
て
の

所
見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

あ
る
ま
じ
き
行
為
で
、

知
事
、県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

の
責
任
者
と
し
て
県
民
の
皆
様
に

お
わ
び
す
る
。
早
急
に
抜
本
的
な

改
善
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
と
と

も
に
、
協
会
の
組
織
と
体
制
の
見

直
し
の
検
討
も
行
う
。
あ
わ
せ
て
、

私
自
身
も
け
じ
め
を
つ
け
た
い
。

答問答

12 月定例会
本会議の質問から

質
問
者
（
質
問
順
）

十
二
月
十
一
日

　

森
田　

英
二

　

森　
　

祥
一

　

吉
良　

富
彦

十
二
月
十
二
日

　

式
地　

寛
肇

　

田
村　

輝
雄

　

森　
　

雅
宣

十
二
月
十
三
日

　

上
田　

周
五

　

米
田　
　

稔

　

西
岡
寅
八
郎

知
事
十
五
年
間
の
総
括
と
今

後
を
問
う

十
二
月
十
二
日 

�
 
全
国
初
の
同
居
連
携
型
中
高
一

貫
教
育
校
が
来
年
度
か
ら
嶺
北
地

域
に
開
校
す
る
。
少
子
化
で
子
供

が
減
少
す
る
中
、
中
山
間
地
域
の

教
育
振
興
を
図
る
た
め
、
積
極
的

に
支
援
す
べ
き
だ
。

�
 
教
育
長　

開
校
準
備
室
に
中
学

と
高
校
か
ら
教
員
を
配
置
し
、
計

画
的
、
継
続
的
な
教
育
課
程
等
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。ま
た
、

教
職
員
や
保
護
者
が
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
実

現
す
る
た
め
、
開
設
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
郷
土

に
誇
り
を
持
ち
、
郷
土
で
育
つ
こ
と

が
実
感
で
き
る
学
校
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
た
い
。そ
の
た
め
、
地
元
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

�
 
有
機
農
業
の
研
修
施
設
「
土
佐

自
然
塾
」が
開
校
し
、研
修
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
塾
生
の
反
応

や
評
価
、
研
修
を
終
了
し
た
塾
生

の
就
農
に
当
た
っ
て
の
支
援
や
見

通
し
を
聞
く
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

塾
生
か
ら
は
、

お
お
む
ね
満
足
い
た
だ
い
て
い
る
。

研
修
終
了
後
は
八
名
が
新
た
に
有

機
農
業
に
携
わ
る
予
定
だ
。県
で
は
、

就
農
後
も
栽
培
技
術
や
経
営
指
導

等
を
通
じ
、農
業
経
営
と
し
て
自
立

で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

� 
本
県
は
、
急
峻
な
土
地
に
人
家

が
点
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

地
震
に
よ
っ
て
人
命
に
か
か
わ
る
大

き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
箇
所
の
数
と
対
策
を
聞
く
。

�
 
土
木
部
長　

急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
箇
所
は
、
約
一
万
二
千
カ
所
。県

が
行
う
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

の
対
象
約
三
千
七
百
カ
所
に
対
し
、

整
備
済
み
は
約
二
割
。
今
後
は
、
南

海
地
震
等
に
お
け
る
避
難
場
所
や

避
難
路
を
土
砂
災
害
か
ら
守
る
対

策
の
ほ
か
、地
震
で
崩
れ
や
す
い
斜
面

を
絞
り
込
み
、
優
先
的
に
対
策
を
進

め
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
が
、
危
険

箇
所
情
報
の
地
域
で
の
共
有
化
な
ど

ソ
フ
ト
対
策
も
併
せ
て
進
め
て
い
く
。

問答問答問答 同
居
連
携
型
中
高
一
貫
教

育
校
支
援
を

式地　寛肇
（新２１県政会）

� 
県
外
で
続
発
し
て
い
る
い
じ
め

を
苦
に
し
た
子
供
の
自
殺
な
ど
に

対
す
る
学
校
や
教
育
委
員
会
の
対

応
を
ど
う
思
う
か
。ま
た
、本
県
の

い
じ
め
や
不
登
校
の
現
状
と
対
策

を
聞
く
。

�
 
教
育
長　

他
県
に
つ
い
て
は
、
ど

う
こ
う
言
え
な
い
が
、
本
県
は
、
子

供
た
ち
の
命
と
尊
厳
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
物
事
を
進
め
る
。
い

じ
め
の
件
数
・
学
校
数
は
二
年
連

続
減
少
。
不
登
校
児
童
数
も
減
少

し
つ
つ
あ
る
が
、
出
現
率
は
高
い
。

対
策
は
、予
防
を
基
本
に
、わ
か
る

楽
し
い
授
業
の
実
現
、
互
い
に
支
え

合
う
仲
間
づ
く
り
、
保
護
者
や
地

域
の
力
の
学
校
へ
の
積
極
的
な
導

入
に
よ
り
、
子
供
た
ち
が
存
在
感

を
持
て
る
温
か
い
雰
囲
気
の
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

� 
将
来
の
本
県
の
中
堅
を
担
う
若

者
（
青
年
団
･
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
･
商

工
会
議
所
･
商
工
会
･
農
協
･
漁

協
･
森
林
組
合
の
青
年
部
の
人
た

ち
）
の
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
県
が

取
り
込
め
な
い
の
は
、
大
き
な
損

失
だ
。
知
事
や
県
幹
部
職
員
と
の

意
見
交
換
会
を
提
案
す
る
。

�
 
政
策
推
進
担
当
理
事　

若
者
た

ち
が
地
域
や
県
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
て
、
県
政
へ
の
提
案

に
つ
な
げ
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。

県
は
、
そ
う
し
た
活
動
を
応
援
す

る
と
と
も
に
、
ご
提
案
の
よ
う
な

形
は
別
と
し
て
も
、若
者
た
ち
の
知

恵
や
ア
イ
デ
ア
、
さ
ら
に
は
県
政
へ

の
提
案
な
ど
を
受
け
と
め
る
こ
と

が
大
事
だ
。

� 
本
県
へ
の
移
住
促
進
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
む
市
町
村
へ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

�
 
政
策
推
進
担
当
理
事　

移
住
相

談
会
へ
の
共
同
参
画
、
移
住
希
望

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
、
ま

た
、
国
や
県
･
民
間
の
情
報
提
供
、

先
進
地
の
取
り
組
み
の
勉
強
会
の

開
催
、
中
･
長
期
滞
在
の
メ
ニュ
ー

づ
く
り
等
を
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
い
る
。国
の
関
係
メ
ニュ
ー
の
活
用

の
サ
ポ
ー
ト
や
来
年
度
の
県
予
算

で
も
支
援
策
を
検
討
す
る
。

問答問答問答 い
じ
め
･
不
登
校
の
現
状
･

対
策
を
聞
く

森　　祥一
（県政会）

� 
中
学
校
の
少
人
数
学
級
に
つ
い

て
は
、
試
行
中
の
学
校
で
は
目
に

見
え
る
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
教
育
改
革
十
年
を
未
来
に

つ
な
げ
る
会
」
の
提
言
に
も
明
記

さ
れ
て
お
り
、
導
入
す
る
に
当

た
っ
て
の
教
職
員
数
や
予
算
措
置

等
を
明
確
に
し
、
来
年
度
か
ら
順

次
実
施
す
べ
き
だ
。

�
 
教
育
長　

三
十
人
学
級
編
制
の

導
入
は
中
学
校
問
題
解
決
の
一
つ

の
有
効
な
方
法
だ
が
、
約
二
百
名

弱
の
教
員
が
必
要
で
財
政
的
な
負

担
が
極
め
て
大
き
く
、
直
ち
の
導

入
は
大
変
厳
し
い
。今
後
は
、
教
員

定
数
の
動
向
を
見
極
め
、
ま
た
そ

の
配
分
方
法
の
検
討
を
行
う
と
と

も
に
、
現
在
行
っ
て
い
る
中
学
校
で

の
少
人
数
学
級
編
制
指
定
校
の
研

究
を
深
め
る
な
ど
、
導
入
に
つ
い
て

の
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

� 
違
法
状
態
が
続
い
て
い
る
教
職

員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
等
を
把

握
し
直
し
、
今
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
発
展
さ
せ
、
専
門
家
や

教
職
員
団
体
と
と
も
に
新
た
に
検

討
委
員
会
、
対
策
委
員
会
等
を
立

ち
上
げ
、
取
り
組
み
を
強
化
す
べ

き
だ
。

�
 
教
育
長　

現
在
小
学
校
三
校
で

行
っ
て
い
る
調
査
研
究
の
成
果
を

分
析
す
る
と
と
も
に
、
国
が
実
施

し
て
い
る
教
員
勤
務
実
態
調
査
の

結
果
も
踏
ま
え
、
今
後
の
改
善
策

を
検
討
す
る
。

� 
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想

の
最
終
報
告
が
十
二
月
末
に
も
出

る
予
定
だ
が
、
高
知
市
か
ら
北
部

消
防
署
と
の
複
合
施
設
と
し
て
建

設
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
場
所

は
シ
キ
ボ
ウ
跡
地
等
が
有
力
候
補

と
考
え
る
が
、
用
地
の
決
定
時
期

な
ど
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞

く
。

�
 
危
機
管
理
担
当
理
事　

現
在
県

が
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
南
海
地
震
対
策
の
中
で
の

優
先
順
位
の
見
極
め
、
実
現
に
向

け
た
財
源
確
保
、
運
営
方
法
や
体

制
、県
民
の
理
解
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
課
題
整
理
の
中
で
判
断
す
る
。

問答問答問答 中
学
校
の
少
人
数
学
級
を
実

施
せ
よ

吉良　富彦
（日本共産党と緑心会）

� 
障
害
者
自
立
支
援
法
の
障
害
程

度
区
分
の
判
定
作
業
の
質
の
向
上

等
を
県
主
導
で
行
う
こ
と
、
利
用

者
負
担
の
見
直
し
と
軽
減
を
行
う

こ
と
、
日
払
い
方
式
の
見
直
し
の

三
点
は
、
国
に
緊
急
か
つ
強
力
に

要
望
す
べ
き
だ
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
国
に

お
い
て
障
害
程
度
区
分
の
見
直
し

を
は
じ
め
利
用
者
負
担
の
軽
減
や

事
業
者
に
対
す
る
激
変
緩
和
措
置

な
ど
の
改
善
策
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、そ
の
動
向
に
留
意
し
つ
つ
、よ
り

よ
い
制
度
と
な
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
て
い
く
。

� 
医
療
制
度
が
激
変
す
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
病
院
の
あ
り

方
、
役
割
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

聞
く
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

近
隣
に
医
療

機
関
が
な
い
場
合
は
一
次
医
療
か

ら
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
、
あ
る

場
合
は
そ
れ
と
重
複
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
や
民
間
で
提
供
し
が
た

い
高
度
医
療
や
救
急
医
療
等
の
重

点
的
な
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。
自

治
体
病
院
の
開
設
者
は
、
地
域
や

近
隣
の
医
療
機
関
の
状
況
等
も
見

な
が
ら
、
自
ら
の
役
割
を
考
え
、
目

指
す
べ
き
方
向
を
明
ら
か
に
し
、
運

営
し
て
ほ
し
い
。
県
は
、
必
要
な
協

力
や
支
援
を
行
う
。

� 
ど
う
す
れ
ば
、
い
じ
め
か
ら
子

供
を
救
え
る
か
、
対
策
を
根
本
的

に
問
い
直
す
こ
と
が
大
切
だ
。
学

校
、
教
員
、
家
庭
、
地
域
な
ど
が
連

携
す
る
中
で
の
具
体
的
な
対
策
を

聞
く
。

�
 
教
育
長　

い
じ
め
の
起
き
な
い
学

校
、
学
級
づ
く
り
が
何
よ
り
大
切

だ
。そ
の
た
め
に
、
学
校
生
活
を
ど

の
子
供
に
と
っ
て
も
充
実
感
の
あ
る

も
の
に
す
る
、
教
科
指
導
と
同
じ
ウ

エ
ー
ト
で
学
級
経
営
を
大
切
に
す

る
方
法
と
し
て
、
わ
か
る
楽
し
い
授

業
の
実
現
、特
に
課
題
を
抱
え
た
子

供
た
ち
と
の
遊
び
や
交
流
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
す
べ
て
の
教
職
員
で

取
り
組
む
こ
と
、地
域
や
保
護
者
に

子
供
の
様
子
を
知
ら
せ
、
学
校
運

営
に
力
を
借
り
る
こ
と
を
呼
び
か

け
て
き
た
。

問答問答問答 障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直

し
を

田村　輝雄
（県民クラブ）

� 
本
県
に
は
四
月
一
日
現
在
八
千

百
十
六
人
の
消
防
団
員
が
い
る
が
、

市
町
村
条
例
に
定
め
ら
れ
た
定
数

か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
団
員
が
不
足

し
て
い
る
の
か
。ま
た
、
国
の
要
請

を
踏
ま
え
、
県
と
し
て
消
防
団
員

の
確
保
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

考
え
か
。

�
 
危
機
管
理
担
当
理
事　

七
百
十

三
名
不
足
し
、
減
少
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
。
各
消
防
団
の
実

態
や
地
域
の
状
況
の
よ
り
詳
細
な

分
析
が
必
要
と
考
え
、
本
年
度
か

ら
実
態
調
査
を
開
始
し
た
。
調
査

の
分
析
結
果
や
先
進
事
例
を
伝
え

る
等
に
よ
り
、
市
町
村
自
ら
消
防

団
員
の
確
保
に
取
り
組
む
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

� 
国
の
財
政
支
援
も
あ
る
中
で
、

農
業
改
良
普
及
事
業
の
普
及
指
導

員
の
一
律
的
な
人
員
削
減
を
行
お

う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
地
域

に
密
着
し
た
県
の
指
導
機
関
と
し

て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い

け
る
の
か
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

一
定
の
ス
リ

ム
化
は
や
む
を
得
な
い
が
、
生
産
、

流
通
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
産

地
づ
く
り
、担
い
手
の
確
保
・
育
成

や
有
望
品
目
の
導
入
、
定
着
な
ど

課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
農
業
現
場
で
生
産
者
や

生
産
者
組
織
等
と
向
き
合
っ
た
指

導
が
必
要
で
、こ
う
し
た
役
割
の
重

要
性
か
ら
、
一
律
的
な
削
減
を
す

る
考
え
は
な
い
。

� 
物
部
川
の
農
業
水
利
権
に
つ
い

て
、農
業
者
の
利
益
を
守
る
た
め
、

現
行
の
水
利
使
用
量
の
確
保
に
向

け
、
河
川
管
理
者
と
の
協
議
を
進

め
る
べ
き
だ
。ま
た
、
協
議
の
中
で

一
番
の
問
題
点
は
何
か
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

地
域
の
営
農

形
態
の
変
化
に
応
じ
た
適
正
な
水

量
に
調
整
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

特
に
、
畑
作
が
中
心
と
な
る
冬
場

の
取
水
量
は
一
番
の
課
題
だ
。
現

在
、
河
川
管
理
者
の
国
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、
今
後

と
も
利
水
関
係
者
や
河
川
管
理
者

と
の
合
意
に
向
け
て
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問答問答問答 消
防
団
員
の
確
保
に
取
り
組

め

森　　雅宣
（自由民主党）
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平成１９年（２００７年）　２月４日（日）

12月定例会 審議の結果
●可決された議案（５８議案）　※同意、認定含む
知事提出議案（５０議案）
�予算議案（７議案）
「平成１８年度高知県一般会計補正予算」
「平成１８年度高知県給与等集中管理特別会計補正予算」
「平成１８年度高知県災害救助基金特別会計補正予算」
「平成１８年度高知県中小企業近代化資金助成事業特別会計
補正予算」
「平成１８年度高知県電気事業会計補正予算」
「平成１８年度高知県工業用水道事業会計補正予算」
「平成１８年度高知県病院事業会計補正予算」
�条例議案（１８議案）
「高知県精神科病院における任意入院者の症状等の報告に関
する条例議案」
「高知県認定こども園条例議案」
「高知県公告式条例の一部を改正する条例議案」
「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案」
「職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正す
る条例議案」
「学校教育法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例議案」
「職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の一部を
改正する条例議案」
「高知県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例
議案」
「高知県環境審議会条例の一部を改正する条例議案」
「高知県家畜保健衛生所条例の一部を改正する条例議案」
「高知県立都市公園条例等の一部を改正する条例議案」
「高知県の管理する港湾の臨港地区内の分区における構築物の
規制に関する条例の一部を改正する条例議案」
「高知県海岸管理条例の一部を改正する条例議案」
「公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案」
「警察職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案」
「警察職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改
正する条例議案」
「高知県警察職員の賞じゅつ金等に関する条例の一部を改正す
る条例議案」
「高知県部設置条例及び高知県公営企業の設置等に関する条
例の一部を改正する条例議案」
　＊…撤回承認後再提出された議案

�その他議案（５議案）
「高知県が当事者である訴えの提起に関する議案」
「平成１９年度当せん金付証票の発売総額に関する議案」
「県が行う土地改良事業に対する市町村の負担の一部変更に関
する議案」
「高知県・高知市病院企業団規約の一部変更に関する議案」
「高知県競馬組合規約の一部変更に関する議案」
�人事議案（２議案）
「高知県教育委員会の委員の任命についての同意議案」
「高知県公安委員会の委員の任命についての同意議案」
�決算議案（１８議案）
「平成１７年度高知県電気事業会計決算」
「平成１７年度高知県工業用水道事業会計決算」
「平成１７年度高知県病院事業会計決算」
「平成１７年度高知県一般会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県給与等集中管理特別会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県用品等調達特別会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県土地取得事業特別会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県災害救助基金特別会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県母子寡婦福祉資金特別会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県中小企業近代化資金助成事業特別会計
歳入歳出決算」

「平成１７年度高知県流通団地及び工業団地造成事業特別会
計歳入歳出決算」

「平成１７年度高知県農業改良資金助成事業特別会計歳入歳
出決算」

「平成１７年度高知県県営林事業特別会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県林業・木材産業改善資金助成事業特別会
計歳入歳出決算」

「平成１７年度高知県沿岸漁業改善資金助成事業特別会計歳
入歳出決算」

「平成１７年度高知県流域下水道事業特別会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県港湾整備事業特別会計歳入歳出決算」
「平成１７年度高知県高等学校等奨学金特別会計歳入歳出決算」

議員提出議案（８議案）
�意見書議案（６議案）
「医師不足を解消し、地域医療の確保を求める意見書議案」
「難病の公費負担医療制度の慎重な検討を求める意見書議案」
「リハビリテーションの診療報酬制度に関して、調査と改善を求める

意見書議案」
「「マザーズサロン」（仮称）設置の早期実現を求める意見書議案」
「日豪ＥＰＡ・ＦＴＡ交渉入りに当たっての意見書議案」
「地方交付税措置に関する意見書議案」
�決議議案（２議案）
「組織改編が有効に機能することを求める決議議案」
「捜査報償費の適正な執行と執行内容の明確な説明を求める決
議議案」

●撤回承認された議案（１議案）
知事提出議案（１議案）
�条例議案（１議案）
「高知県部設置条例及び高知県公営企業の設置等に関する条
例の一部を改正する条例議案」

●否決された議案（３議案）
議員提出議案（３議案）
�意見書議案（２議案）
「不公平な税制を是正するための意見書議案」
「庶民の負担軽減につながる税制改正を行うよう求める意見書議案」
�決議議案（１議案）
「県警捜査費の組織的不正執行疑惑の解明を求める決議議案」

●否決された修正案（１修正案）
「平成１８年度高知県一般会計補正予算に対する修正案」

●可決された動議（１動議）
「高知県漁業信用基金協会への出資金問題の調査に関する動議」

●否決された動議（１動議）
「監査請求に関する動議」

●継続審査とされた請願（２件）
「高知県における助産師養成の充実について」（請第１-２号）
「旭西北部に交番を誘致することについて」

●不採択とされた請願（４件）
「高知県における助産師養成の充実について」（請第１-１号）
「すべての子供たちに行き届いた教育を進めるための請願につい
て」（２件）
「授業料軽減助成の実施など、私学助成の拡充を求める請願に
ついて」

総務委員会
１２月１４日・１５日・１８日　（１２月定例会中）
「平成１８年度高知県一般会計補正予算」など１４件の議案を審査し、１件の
撤回を承認、その他１３件はいずれも原案どおり可決。
請願２件を審査。意見書案２件、決議案１件、動議案１件を審査。

産業経済委員会
　１２月６日・１４日・１５日・１８日　（１２月定例会中）

「平成１８年度高知県一般会計補正予算」など７件の議案を審査し、すべて
原案どおり可決。意見書案３件を審査。

　１２月２６日
高知県漁業信用基金協会への出資金問題及びそれに関連する事項

　１月２３日・２４日
高知県漁業信用基金協会への出資金問題及びそれに関連する事項

常任委員会の動き  （1 1 月～ 1 月）

十
二
月
十
三
日 

� 
平
成
二
十
年
度
の
土
佐
で
あ
い

博
の
盛
り
上
げ
と
地
域
資
源
活
用

の
視
点
で
、
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
、

ち
ぎ
り
絵
等
、
土
佐
和
紙
を
活
用

し
た
催
し
を
計
画
し
、
土
佐
和
紙

に
往
年
の
勢
い
を
よ
み
が
え
ら
せ
、

郷
土
の
産
業
と
し
て
後
世
に
残
し

て
い
く
べ
き
だ
。

�
 
観
光
担
当
理
事　

ご
提
案
の

あ
っ
た
本
県
の
伝
統
産
業
で
あ
る
土

佐
和
紙
は
、
全
国
に
誇
れ
る
す
ば

ら
し
い
地
域
資
源
な
の
で
、
こ
れ
を

ど
う
活
用
し
、
情
報
発
信
を
し
て
い

く
か
な
ど
、
土
佐
で
あ
い
博
の
実
施

計
画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
検
討

し
て
い
く
。

� 
児
童
虐
待
問
題
で
の
関
係
機
関

と
の
連
携
、
取
り
組
み
姿
勢
を
聞

く
。

�
 
警
察
本
部
長　

児
童
相
談
所
等

と
の
連
絡
協
議
会
の
開
催
、
市
町

村
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
へ
の

参
加
に
よ
り
、
虐
待
の
早
期
発
見
、

児
童
相
談
所
へ
の
迅
速
な
通
告
等

を
行
っ
て
い
る
。
児
童
の
安
全
の
確

認
、
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て

対
応
す
る
た
め
、虐
待
の
早
期
発
見
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
迅
速
･
適

切
な
対
応
、
所
要
の
犯
罪
捜
査
や

警
察
官
職
務
執
行
法
の
権
限
行
使

に
努
め
て
い
る
。

� 
県
は
、
本
年
四
月
に
住
民
が
主

役
の
元
気
な
活
動
を
応
援
す
る
た

め
、
地
域
支
え
合
い
推
進
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、
五
モ
デ
ル
地
域
を
決

定
し
た
が
、
地
域
名
と
選
定
理
由

を
聞
く
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

地
域
は
、
室

戸
市
、
仁
淀
川
町
、
梼
原
町
、
黒
潮

町
、四
万
十
市
西
土
佐
地
区
。選
定

に
際
し
て
は
、
地
域
共
通
の
課
題
や

地
域
バ
ラ
ン
ス
、
取
り
組
み
の
特
色

等
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
受
け

皿
と
な
る
地
域
の
意
向
も
配
慮
し

て
選
定
し
た
。
こ
の
う
ち
、
仁
淀
川

町
で
は
、合
併
前
の
各
町
村
で
行
わ

れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
や
活
動
の
よ
さ

を
広
く
合
併
後
の
町
全
体
に
浸
透

さ
せ
る
、介
護
予
防
等
の
健
康
づ
く

り
を
中
心
と
し
た
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

問答問答問答 土
佐
和
紙
を
活
用
し
た
催
し
を

上田　周五
（県政会）

� 
県
立
病
院
の
清
掃
業
務
の
委
託

で
丸
投
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実

を
承
知
し
て
い
る
の
か
。

�
 
病
院
局
長　

委
託
業
者
に
確
認

す
る
と
、
他
の
会
社
の
出
向
者
が

委
託
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
派
遣
労
働
に
近
い

形
態
と
推
測
さ
れ
、
委
託
契
約
書

の
再
委
託
禁
止
条
項
に
抵
触
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

医
療
法
で
は
、
病
院
の
清
掃
業
務

の
委
託
の
場
合
は
、
派
遣
労
働
者

で
な
く
、
自
ら
雇
用
す
る
労
働
者

を
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、委
託
を
受
け
た
業
者

に
早
急
に
是
正
を
求
め
て
い
く
。

� 
病
院
の
清
掃
業
務
開
始
は
、
ほ

と
ん
ど
朝
六
時
だ
が
、
実
際
は
五

時
出
勤
を
強
要
さ
れ
、
し
か
も
そ

の
分
の
賃
金
が
不
払
い
だ
。ま
た
、

タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
な
く
、
事
業
主

の
労
働
時
間
管
理
責
任
が
果
た
せ

て
い
な
い
。
発
注
者
と
し
て
是
正

を
求
め
る
べ
き
だ
。

�
 
病
院
局
長　

民
間
企
業
が
労
働

関
係
や
社
会
保
険
関
係
の
法
令
に

沿
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
国
の
機
関
が
監
督
、
指
導
し
て

い
る
と
理
解
し
て
お
り
、
独
自
の
調

査
や
指
導
は
考
え
て
な
い
が
、契
約

締
結
時
等
に
業
者
に
法
令
に
沿
っ

た
対
応
を
す
る
よ
う
注
意
喚
起
し

て
い
き
た
い
。

� 
公
共
事
業
や
委
託
事
業
で
は
、

公
正
な
労
働
基
準
確
立
の
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
公
契
約
条

例
制
定
の
検
討
に
踏
み
出
す
べ
き

だ
。

�
 
知
事　

労
働
条
件
は
、
法
律
で

最
低
基
準
が
確
保
さ
れ
た
上
で
契

約
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
県
が
条

例
を
制
定
し
て
企
業
に
取
り
組
み

を
求
め
る
手
法
は
な
じ
ま
な
い
。た

だ
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
行
わ
れ
れ
ば
、

公
正
な
労
働
基
準
を
犯
す
危
険
性

が
高
ま
る
の
で
、
例
え
ば
国
土
交

通
省
は
、
総
合
評
価
落
札
方
式
の

改
善
等
を
進
め
て
い
る
。こ
う
し
た

動
向
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
入
札
制
度
を
検
討
す
る
。

問答問答問答 清
掃
な
ど
業
務
委
託

　

公
正
な
労
働
基
準
確
立
を

米田　　稔
（日本共産党と緑心会）

� 
長
い
歴
史
や
地
域
の
経
済
環
境
、

商
工
業
者
の
実
態
に
応
じ
た
中
小

企
業
支
援
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

商
工
会
の
役
割
は
極
め
て
重
要
だ
。

県
は
、
商
工
会
議
所
が
存
在
す
る

市
と
商
工
会
が
存
在
す
る
町
村
が

合
併
す
る
場
合
、商
工
会
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
考
え
、
方
針
で
指
導

す
る
の
か
。

�
 
商
工
労
働
部
長　

商
工
会
の
中

小
企
業
支
援
機
関
と
し
て
の
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る

し
、
事
業
者
の
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
専
門
的
な
経
営
指
導

が
で
き
る
組
織
、
体
制
へ
の
変
革
が

今
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
う
し

た
視
点
に
立
ち
、商
工
会
の
あ
る
べ

き
姿
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て
十
分

議
論
し
た
上
で
判
断
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
く
。

� 
県
の
出
先
機
関
な
ど
県
有
建
築

物
の
耐
震
化
の
場
合
の
財
源
対
策

は
。

�
 
総
務
部
長　

南
海
地
震
に
対
す

る
耐
震
化
に
は
、
交
付
税
措
置
の

あ
る
有
利
な
起
債
を
活
用
で
き
る
。

た
だ
、
建
て
替
え
の
場
合
は
、
起
債

は
活
用
で
き
る
が
、
交
付
税
措
置

は
な
い
。必
要
な
財
源
に
つ
い
て
は
、

遊
休
財
産
の
売
却
収
入
を
充
て
て

い
き
た
い
。
こ
の
た
め
、
県
庁
舎
建

設
基
金
条
例
を
改
正
し
、
売
却
収

入
を
基
金
に
積
み
立
て
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

� 
昨
年
度
に
県
は
消
防
団
員
の
確

保
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
実

績
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
本

年
度
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

�
 
危
機
管
理
担
当
理
事　

さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
と
ら
え
、
機
能
別
分

団
の
導
入
等
を
要
請
し
て
き
た
が
、

団
員
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
本
年
度
か
ら
団
員
確
保
に

向
け
て
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
対
策
を

ま
と
め
、
市
町
村
の
取
り
組
み
の

支
援
に
生
か
し
た
い
。県
と
し
て
は
、

先
進
事
例
の
紹
介
や
、
今
回
消
防

庁
か
ら
示
さ
れ
た
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
等
の
活
用
を
市
町

村
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

問答問答問答 商
工
会
へ
の
指
導
方
針
を
問

う

西岡寅八郎
（自由民主党）

文化厚生委員会
１２月１４日・１５日・１８日　（１２月定例会中）
「平成１８年度高知県一般会計補正予算」など７件の議案を審査し、１件の
撤回を承認、その他６件はいずれも原案どおり可決。
請願１件を審査。意見書案４件を審査。

企画建設委員会
　１１月２７日

高知駅前複合施設構想について
　１２月１４日・１５日・１８日　（１２月定例会中）

「平成１８年度高知県一般会計補正予算」など７件の議案を審査し、１件の
撤回を承認、その他６件はいずれも原案どおり可決。
請願３件を審査。

＊
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こうち県議会だより

＊この広報紙は古紙配合率７０％以上の再生紙を使用しています。

平成１９年（２００７年）　２月４日（日）

２月 ２２ 日（木）　開　　会  ������【中継】
３月　１日（木）　質疑並びに一般質問  �【中継】
　　　２日（金）　　 〃  �������【中継】
　　　５日（月）　　 〃  �������【中継】
　　　６日（火）　　 〃  �������【中継】
　　　７日（水）　予算委員会  �����【中継】
　　　８日（木）　　 〃  �������【中継】
　　　９日（金）　常任委員会
　　１２日（月）　　 〃
　　１３日（火）　　 〃
　　１４日（水）　　 〃
　　１５日（木）　　 〃
　　１６日（金）　閉　　会  ������【中継】

お
知
ら
せ

 

＊予定ですので、変更になる場合があります。
　 傍聴の際には、議会事務局議事課
　 （TEL ０８８-８２３-９５３４）で必ず日程を御確認ください。

総 務 委 員 会
　付託を受けた議案のうち、「高知県部設置条例及び高知県公営企業の設置等に関す
る条例の一部を改正する条例議案」については、知事から撤回の申し出があり全会一致
をもって承認し、その他の議案については、全会一致または賛成多数をもって可決した。
請願２件については、「旭西北部に交番を誘致することについて」は、全会一致をもって継
続審査に、他の１件は賛成少数をもって不採択とした。
■高知県部設置条例及び高知県公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例議案について

　委員から、前回の大規模な組織改編からわずか４年で改編を行うのは軽率ではないか、
改編の理由は何かとの質疑があった。
　執行部からは、県政を取り巻く状況が大きく変化しており、それに対応するためにスリム化
が必要であるとの判断に至った。また、課室を細分化した結果、わかりづらいという県民の
声や、不適切な会計事務処理の原因であるとの監査委員の指摘等を総合的に判断し、今
回の改編案を策定したとの答弁があった。
　別の委員からは、森林局と海洋局を統合して森林海洋部にするという案は認めがたい、
産業技術部については業務を各分野の所管部局に戻して第一線の現場にすぐフィード
バックできる研究をすべきではないか、観光部については観光コンベンション協会の位置づ
けや今後の組織のあり方が明確にならなければ判断ができないなど、さまざまな意見があり、
総合的に判断すると今回の組織改編は機が熟していないと言える。じっくり時間をかけて
考える意味でも一年先送りすべきであるとの意見があった。
　こうした議論を経て、執行部から、議案の撤回の申し出があり、全会一致で、撤回を承認
すべきものと決した。
■予算執行調査結果及び捜査費に係る関係職員の処分について
　委員から、今回報告された内部調査結果と特別監査報告との内容の乖離（かいり）や情
報公開された文書の内容を分析すると、疑惑はますます深まったと言わざるを得ない。これで
は県民の信頼回復はできない。捜査費問題については、今回の内部調査結果により幕引き
ということは断じて許されないし、今後も県民の立場に立って追及していくとの指摘があった。
　執行部からは、特別監査報告や高松高裁判決も踏まえて調査を行い、結果を報告した。
捜査上の秘密の厳守や捜査協力者の保護の徹底ということから、なかなか説明しきれない
ところもあり、直ちには県民の方々の理解が得られにくいと考えられる。今後は、内部調査結
果を県民の方々へ十分説明し改善策を実施することにより信頼回復に努めたいとの答弁
があった。
　別の委員からは、警察というのは、一般の公務員と比べてより高い倫理規範と法令遵守
が求められる組織であり、今回の関係職員の処分は、県警察として自戒の念を込めた処分
であると言える。また、特別監査報告と内部調査結果は、その内容に大きな落差があること
は否めず、県民の疑念は払拭できていない。今回の処分で終わりということではなく、さらな
る綱紀粛正や徹底した情報公開と説明責任を果たし、信頼回復に努めてほしい。また、警
察の全職員が気持ちよく職務に従事できるような環境の醸成（じょうせい）に向けてさらに努
力してほしいとの要請があった。

　付託を受けた議案のうち、「高知県部設置条例及び高知県公営企業の設置等に関す
る条例の一部を改正する条例議案」については、知事から撤回の申し出があり全会一
致をもって承認し、その他の議案については、全会一致または賛成多数をもって可決し
た。また、継続審査となっていた請願「高知県における助産師養成の充実について」は、
賛成少数をもって不採択とした。
■在宅サービス利用者支援事業費補助金について
　執行部から、障害者自立支援法の施行により利用者負担が増加した障害者福祉サー
ビスについて、負担軽減策の地域間格差を是正するため、利用者負担の激変緩和措置
を実施したい。これは、３年間の激変緩和と、負担軽減策を実施している高知市とそれ以
外の市町村との格差を解消するための暫定的な措置であり、高知市を補助対象とはし
ていないとの説明があった。
　委員から、なぜ高知市を補助対象から除外するのか。市とは調整をしてきたのか。また、
６月定例会で請願を採択し、９月定例会でも決議議案を議決したが、国の制度ということ
で県は動かなかった。利用者視点というのであれば、県として独自の軽減策を打ち出さ
なければいけなかったのではないかなどの質疑があった。
　執行部から、市とは４月から連絡調整してきた。市は、国の責任で行うべきであり補助
はしないとしてきたが、９月市議会で急遽変更し補助することを決めた。県は、現実の格
差是正措置ということで市に理解してもらうように話をしていく。また、こういう社会保障制
度は国がすべきであると訴えてきたことで国でも制度の見直しの動きが出てきたと考え
ている。市が補助を先行したことで、地域間や施設内での格差が出てきたため、その格
差を埋めるために補助を行いたいとの答弁があった。
　こういった論議が行われた中で、高知市分の負担額を上乗せした修正案が提出され
たが、賛成少数で否決された。
■医師の処遇改善について
　執行部から、県立病院の医師の処遇を改善するため医師の初任給調整手当を１カ月
当たり５万円増額したいとの説明があった。
　委員からは、これだけでは、公立病院医師の過重労働への十分な対応とはならない。
夜勤体制の改善を要請してきたが、どうなっているのかとの質疑があった。
　執行部からは、夜勤体制の改善については病院と議論をしており、できるだけ早く対
応したいとの答弁があった。
■高知県における助産師養成の充実に関する請願について
　執行部から、高知女子大学看護学部の定員増は、実習場所の確保の問題で難しい。
　また、高知大学医学部看護学科は、平成２０年度に６名を養成する方向で体制づくり
に着手するようだ。これで、県内に計１４名の助産師養成の定員ができる。あとは、奨学金
制度で、助産師が県内に定着するような働きかけを継続していくとの説明があった。
　委員から、現在の総合看護専門学校の定員と同程度になるので、一定評価ができる
のではないかとの意見があった。
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平成１７年度公営企業会計及び一般会計・
各特別会計決算審査報告

　決算特別委員会は、９月定例会で付託された公
営企業会計及び一般会計、特別会計の決算１８議
案の審査を１０～１１月に行
い、報告書をとりまとめました。
　１２月定例会（１２月６日）の
本会議において、依光�夫
委員長は、委員会での審査
結果を報告し、採決の結果、
一般会計の決算議案を賛成
多数、公営企業会計及び特
別会計の決算議案を全会一
致で認定しました。

本会議で報告をする
依光委員長

�本会議と予算委員会の審議の様子を開始直前から終了まで、
休憩中を除き議場の様子をそのまま中継します。
�インターネット及びケーブルテレビでご覧になれます。
◇◇インターネット◇◇
◯生中継（ライブ中継）及び録画中継しています。
◯高知県議会ホームページの「議会中継」からご覧いただけます。
　　　ホームページアドレス：
　　　　　http：//www．pref．kochi．jp/̃gikai/
　　　　＊中継をご覧になるためには、WindowsMediaPlayer

（Ver９以上）が必要です。
◇◇ケーブルテレビ◇◇
◯生中継（ライブ中継）を下記のケーブルテレビ局で放送してい
ます。

　　�高知ケーブルテレビ　　（１９CH）（デジタル７１５CH）
　　�西南地域ネットワーク　（１CH）
　　�よさこいケーブルネット（９CH）
　　�香南ケーブルテレビ　　（３CH）
　　＊なお、詳細については、ご加入のケーブルテレビ局にご確

認ください。
　※この議会中継は、高知県議会の公式記録ではありません。

　付託を受けた議案は、全会一致をもって可決した。
■雇用情勢について
　執行部から、１０月末の有効求人倍率が０．４４となり全国最下位となるなど非常に厳しい状
況にあり、求人開拓や就職支援などの取り組みを強化していくとの説明があった。委員から、
建設業の雇用が激減し、また、高卒の新規就業者の半数以上が県外に就職し、五百人規
模の人材が県外に流出している。今、本県では雇用対策が最も求められており、危機感を
持って取り組んでいかなければいけないとの指摘があり、執行部からは、雇用の問題は全庁
的な課題として取り組んでいかなければならないと認識しており、指摘の趣旨を踏まえた取り
組みを進めていきたいとの答弁があった。
■観光コンベンション協会における不適切な会計処理について
　執行部から本件についての報告があり、一連の不適正な事務処理を陳謝した。１点目の
青島市出張旅費については、会長である橋本知事の夫人の旅費を観光コンベンション協会
が負担していないかとの６月定例会での委員の質問を受け、事実確認をしたところ、本来会
長夫人が私費で負担すべき旅費の一部が会長の旅費に含まれていたものであり、最初見積
書及び請求書の記載ミスとの説明を受け、会長夫人から入金を受け処理していたが、１１月
に行われた監査で、観光コンベンション協会の指示により会長夫人の旅費の一部を会長の
旅費に上乗せした見積書及び請求書を旅行会社に作成させ、それに基づき旅費を支出し
ていたことが判明したものである。委員から、６月定例会での質問がなければ問題が明るみに
出ることなく終わっていたのではないかとの質問があり、執行部からは、直ちに厳重に注意する
とともに再発防止の改善策を指導した。今後は会計事務のチェック機能の再構築を強く促す
とともに、主管課としてさらに指導監督を強化するとの答弁があった。２点目の平成１７年度の
四国アイランドリーグへの助成金のうち前期分が未払いとなっている問題については、決裁途
中で書類の不備を指摘され、そのまま担当職員が手元に書類を保管し続け、担当職員は支
払いが行われていないことを認識していたが、出納閉鎖を過ぎたため不用額として県に補助
金が返還されたものである。委員から、実績報告書が提出された時点でどうして見抜けなかっ
たのかとの質問があり、執行部からは、職員による検査が十分でなかった。今後は適切な検査
ができる体制をとっていくとの答弁があった。
■高知県漁業信用基金協会への出資金に関する件に係る監査報告等への対応について
　執行部から、現在内部調査に取り組むとともに、出資の公益性、県の役割等について検証
を進めており、措置期限（平成１９年２月９日）までに県の考え方をとりまとめることとしていると
の説明があった。委員から、今回の監査は１７･１８年度の２ヵ年を対象に行われているが、１２
年度から１８年度までの７年計画での出資金であり、１７･１８年度の出資が違法・不当である
なら当然１２年度から１６年度までの出資についても同様であることを念頭において、監査報
告への対応を決めるべきとの意見があった。
　また、別の委員から、違法・不当な出資金であるとの監査報告は極めて重いものであり、監
査権限が及ばない平成１２年度から１６年度までの出資金の支出の適法性などについては、
地方自治法第１００条の調査権を行使してでも、この委員会で明らかにしていくべきとの意見
がある一方で、現時点での調査権の行使は慎重であるべきとの意見もあった。

　付託を受けた議案のうち、「高知県部設置条例及び高知県公営企業の設置等に関
する条例の一部を改正する条例議案」については、知事から撤回の申し出があり
全会一致をもって承認し、その他の議案については、全会一致をもって可決した。
また、継続審査となっていた請願「高知県における助産師養成の充実について」
は、全会一致をもって引き続き継続審査とし、その他２件の請願については、い
ずれも賛成少数で不採択とした。
■駅前複合施設構想について
　執行部から、県民世論調査の中間報告があり、賛成、反対それぞれの意見を参
考にしながら、２月議会までを目安に、さまざまな角度から検討していきたいとの
説明があった。
　委員から、調査の設問には県の財政状況と建設費の説明が欠けており、説明が
あれば結果が随分変わったのではないか。財政的な裏づけがないまま認めること
にはならない。ＪＲ四国が建てる施設によっては、駅前が文化教育の地域になら
ないのではないか。大学の設置に県民は非常に否定的である。既にバスターミナ
ルなどの事業に影響しているのではないか。民間活力を期待したが、２００億円を超
えるという方向に進んでいる。全般を見渡した開発計画を立てないと、有効活用
にならないのではないか。活用策のベスト３に県構想の３施設は入っていない。６
分の１足らずの回答者しか県構想を良いと思っていない。２月議会まで延ばすので
はなく、もう判断すべきときではないかなど、質疑が相次いだ。
　執行部からは、いろんな意見を踏まえて次の段階へ進んでいきたい。もう少し
時間が必要であるとの答弁があったが、委員から、この構想は完全にバックギア
がかかったと思う。２月議会までは、新たな視点で再検討していく時期ではないか
との指摘があった。
■県立大学改革について
　執行部から、９月議会以降の県と大学との協議経過などについて説明があった。
　委員から、県と大学が一致した方向性を見出すことが大事であるが、状況はど
うか。県と学長との話し合いで齟齬 （そご）が生じるのであれば、公開の場で議論
してはどうか。法務総合学部について、池キャンパスに作る考えはあるのか。社
会科学系学部に関する知事答弁では、地域づくりなども含めた選択肢の中で協議
するとなっているが、法務総合学部でない中身でということか。一次産業でも法
人化が進み、中小企業でも法学が必要となっているので、法務総合学部を進めて
もらいたいなどの質疑や要望があった。
■市町村合併推進審議会の答申と今後の取り組みについて
　執行部から、答申の概要についての報告と、２月議会を目途に県の合併構想を作
成するとの説明があり、委員から、県は市町村の執行部、議会とも十分に話し合
いを進めてもらいたい。国に対する意見も明確に入れていくべきだ。住民が求め
る自治体の姿を慎重に策定してもらいたい。広域消防の構想などとの整合性を図
るべきだなどの意見が出された。


